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◆
前
原
地
区
納
涼
祭

青
梨
子
町
前
原
自
治
会
長

松
下

博
寿

昨
年
は
「
清
里
ふ
る
さ
と
祭

り
」
が
行
わ
れ
た
た
め
、
延
期

し
て
い
た
「
前
原
納
涼
祭
」
を

三
年
ぶ
り
に
実
施
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
「
思
い
出
に
残
る

夏
休
み
」
と
「
世
代
間
交
流
」

を
目
的
と
し
、
二
十
数
年
前
か

ら
隔
年
で
実
施
し
て
き
た
地
区

を
挙
げ
て
の
お
祭
り
で
す
。
幸

い
天
候
に
恵
ま
れ
、
当
日
は
五

百
人
近
い
方
々
の
参
加
に
よ

り
、
盛
大
に
実
施
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

当
日
は
午
後
四
時
の
安
全
祈

願
祭
に
続
き
、
子
供
た
ち
が
担

ぐ
樽
ミ
コ
シ(

二
基)

で
祭
り
が

ス
タ
ー
ト
。
各
種
ゲ
ー
ム
、
子

供
花
火
、
ス
イ
カ
割
り
等
、
子

供
を
中
心
と
し
た
第
一
部
に
続

き
、
午
後
七
時
か
ら
盆
踊
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。

幼
稚
園
児
か
ら
高
齢
者
の
方

ま
で
、
一
生
懸
命
練
習
し
た
踊

り
を
、
多
く
の
方
々
の
参
加
に

よ
り
、
賑
や
か
に
踊
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
途
中
ゲ
ス
ト
に

お
迎
え
し
た
「
西
謡
会
」
の
皆

様
に
よ
る
八
木
節
の
出
演
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

模
擬
店
も
、
焼
き
饅
頭
・
か

き
氷
・
焼
き
ソ
バ
・
風
船
・
ヨ

ー
ヨ
ー
・
金
魚
す
く
い
・
ト
コ

ロ
テ
ン
等
が
立
ち
並
び
、
多
く

の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
大
抽
選
会
、
一
等
か

ら
五
等
ま
で
当
た
り
く
じ
五
十

三
本
を
目
指
し
、
た
い
へ
ん
な

賑
わ
い
の
う
ち
事
故
も
な
く
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

前
原
清
寿
会
・
青
年
会
・
野

球
部
・
子
供
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

様
を
は
じ
め
、
前
原
自
治
会
及

び
関
連
団
体
等
、
前
原
地
区
総

て
の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
反
省
会
・
慰
労
会

で
皆
様
の
喜
ぶ
顔
に
出
会
っ
た

時
、
ご
家
族
ご
一
緒
に
楽
し
い

思
い
出
づ
く
り
の
一
夜
が
出
来

た
と
の
話
が
聞
こ
え
て
来
た

時
、
今
ま
で
の
苦
労
が
ス
ー
ト

消
え
て
行
く
の
を
多
く
の
皆
様

が
共
有
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

◆
青
梨
子
町
納
涼
祭

青
梨
子
町
自
治
会
長

関
根

政
次

第
十
七
回
に
な
る
青
梨
子
地

区
の
納
涼
祭
は
八
月
三
十
一
日

に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
世
代

間
の
交
流
の
意
味
も
あ
り
参
加

者
は
小
学
生
か
ら
九
十
歳
を
迎

え
た
清
寿
会
の
方
ま
で
、
一
日

を
お
お
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

第
一
部
は
中
医
研
の
仙
石
満

先
生
を
講
師
に
招
き｢

エ
ネ
ル

ギ
ー
医
学
と
鍼
灸
治
療｣

と
題

し
、
最
近
の
針
治
療
の
あ
り
方

の
お
話
を
聞
き
、
西
洋
と
東
洋

医
学
の
面
か
ら
の
違
い
と
特
色

を
知
り
ま
し
た
。

第
二
部
の
芸
能
発
表
で

は
小
学
生
全
員
の
合
唱
や
カ
ラ

オ
ケ
を
始
め
日
本
舞
踊
、
習
い

始
め
た
ば
か
り
の
大
正
琴
の
演

奏
等
に
そ
れ
ぞ
れ
各
人
の
持
芸

を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
池
端
町
子
ど
も
会
夏
祭
り

池
端
町
支
部
長

武
知

直
人

八
月
三
日

日
曜
日
、
真
夏

の
青
空
の
下
、
池
端
町
子
ど
も

会
の
夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
夏
祭
り
は
子
供
達
に

よ
る
子
供
達
の
た
め
の
お
祭
り

で
す
。
六
年
生
は
み
ん
な
よ
り

早
く
公
民
館
に
集
ま
り
、
役
員

の
お
母
さ
ん
達
の
手
作
り
カ
レ

ー
を
食
べ
た
後
、
準
備
に
か
か

り
ま
す
。
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
綿

菓
子
、
か
き
氷
を
作
る
係
も
、

型
抜
き
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す

く
い
、
射
的
等
、
楽
し
く
遊
ば

せ
る
係
も
六
年
生
で
す
。

時

間
に
な
り
、
集
ま
っ
て
き
た
子

供
達
。
受
付
で
チ
ケ
ッ
ト
を
も

ら
い
、
カ
レ
ー
を
食
べ
て
外
に

出
る
と
、
縁
日
の
屋
台
に
行
っ

た
よ
う
な
楽
し
い
気
分
に
な
り

ま
す
。
か
き
氷
は
、
赤
、
青
な

ど
の
鮮
や
か
色
。
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
の
は
じ
け
る
音
も
し
ま
す
。

｢

ア
タ
ッ
タ
ー｣

射
的
で
は
歓
声

が
上
が
り
、
じ
っ
く
り
型
抜
き

に
熱
中
す
る
姿
も
。
そ
の
後
は

和
室
で
ビ
ン
ゴ
大
会
。
楽
し
い

賞
品
が
い
っ
ぱ
い
。
賞
品
を
も

ら
っ
て
夏
祭
り
の
終
了
で
す
。

地区）親子でヨーヨーつりを楽しむ(前原

第17回を迎えた納涼芸能祭(青梨子地区）



◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
清
里
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
情
報
発
信

松
下

均

清
里
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

活
動
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
覧

い
た
だ
く
手
順
は
と
て
も
簡
単

で
す
。

①
ヤ
フ
ー
や
グ
ー
グ
ル
の
検
索

清
里
地
区
ま
ち
づ
く

画
面
で
「

」
と
検
索
。

り

ま
え

②
検
索
結
果
の
一
番
で
「

ば
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ま
え
ば
し
市
民

」
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

表
示
さ
れ
る
の
で
ク
リ
ッ
ク
。

「

」

③

清
里
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の

（
ホ
ー
ム
ペ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

）

。

ー
ジ
の
よ
う
な
も
の

が
開
く

で
は
、
き
よ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

、

、

さ
と
焼
き

花
い
っ
ぱ
い
運
動

そ
ば
打
ち
教
室
と
い
っ
た
清
里

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク

イ
ベ
ン

「

」
や
「

」
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
項

ト目
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
活
動
の
詳
し
い
内
容
を

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ま
だ
、

を
作

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

成
し
て
か
ら
日
が
浅
い
た
め
、

情
報
量
は
必
ず
し
も
豊
富
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
よ

り
多
く
の
情
報
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
清

里
地
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ

清
里
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
コ

を
開
い
て
い
た
だ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

き
、
清
里
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
活
動
の
一
端
を
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
私
は

「
キ
ン
ゾ

、

」

、

ー

と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で

清
里
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
管
理
人
を
や
っ
て

お
り
ま
す
。

◆
清
里
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
！

ま
え
り
あ
（
ま

皆
さ
ん
も
、

え
ば
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ま
え
ば
し
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）

の
会
員
に
な
っ
て
、
当
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
す
れ

ば
、
ト
ピ
ッ
ク
や
イ
ベ
ン
ト
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
書
き
込
み
が
で

き
ま
す
。
特
に
、
ト
ピ
ッ
ク
に

は
コ
メ
ン
ト
の
書
き
込
み
が
で

き
ま
す
の
で
、
ト
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
の
会
話
を
メ
ン
バ
ー
同
士

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
見
る

だ
け
よ
り
も
、
楽
し
さ
が
倍
増

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
体

験
し
て
み
て
く
だ
さ
い

最
後
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参

加
の
手
順
を
簡
単
に
記
し
て
お

き
ま
す
。

ま
え
り
あ
（
ま
え
ば
し
Ｓ
Ｎ

①Ｓ
・
ま
え
ば
し
市
民
ネ
ッ
ト
ワ

の
画
面
右
上

ー
ク
シ
ス
テ
ム
）

の
「
会
員
登
録
」
を
ク
リ
ッ
ク

し
て
、
会
員
登
録
を
行
う
。

②
登
録
を
行
う
と
仮
登
録
さ
れ

る
の
で
、
自
分
宛
に
届
い
た
メ

ー
ル
の
指
示
に
従
い
、
本
登
録

を
行
う
。

③
本
登
録
が
終
了
し
た
ら

ま
、「

え
り
あ

に
ロ
グ
イ
ン
し

清

」

、「

里
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
表

示
さ
せ
る
。

④
画
面
上
部
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
参
加
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、

参
加
申
請
す
る
。

⑤
こ
れ
で
、
手
続
き
完
了
！
あ

な
た
も
、
ど
ん
ど
ん
清
里
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
書
き
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
〜
す
。

まえばしＳＮＳ（まえばし市民ネットワークシステム）
地域の魅力を発信しよう 大きく広がる可能性 どんどん広がる友達の輪

清里地区まちづくり協議会コミュニティ

きよさと焼きに使う枝豆を冷凍加工

今年度の清里地区文化祭など多くの地域行事で、きよさと焼きを紹介する予定ですが、その材料のひとつ枝豆の冷
凍加工作業をメンバーの共同作業で、７月１９日（土 、清里公民館・調理実習室などで行いました。枝から殻付）
豆をもぐ人、もいだ殻付豆をゆでる人、ゆでた殻付豆をむく人、冷凍庫に保存する人・・・。鮮やかな連係プレー
で、枝豆は冷凍加工されました。ご協力いただいた皆様たいへんお疲れ様でした。

拍手: 12
1:えだまめさん 2008年08月08日(金) 16:50
お疲れ様でした。この枝豆を味わえるのは次はいつですか？？楽しみです。
拍手: 7
2:こまちさん 2008年08月16日(土) 23:28
枝豆の加工は、さやから出して、薄皮を取っての細かな作業です。みんな指先が痛くなるほどの量の豆を、必死
で加工しました。出来上がった豆の量は約１５kg！ どれほどの量か想像できますか？ ジップロックの大袋１
０袋ぶんですよ！！ 協力してくれた皆さん、本当に遅くまでお疲れ様でした。おかげさまで、これから１年、
きよさと焼きに入る枝豆がストックできて、一安心です。
そして、この枝豆を味わえるのは・・・ ７月の定例会で、８月30日にきよさと焼きパーティをという話をしま
したが、諸事情で９月に延期になりました。楽しみにしていた方も多いと思いますが、少し待ってください。
よろしくね！
拍手: 2
3:えだまめさん 2008年08月19日(火) 14:19
きよさと焼きって、なかなか食することのできない貴重品です。それって全部手作業で、安全安心な食べ物だから
なのですね。
これって、売りになりますよね！！だれさんちのえだまめとだれさんちのたまねぎとだれさんちの小麦粉がはいっ
てますよ～～～なんて・・・
食品偽装の世の中だから、生産地の強みを大いに使えますよね。
９月or１０月がたのしみだぁ～～よ～～
拍手: 3

ま
え
ば
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ま
え
ば
し
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の

清

里

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ト

ピ

ッ
ク(

部

分

抜

粋

）

「そば打ち講習会」で打ちた

ージ）てのそばを楽しむ(イメ

清里産の枝豆などを使用
した「きよさと焼き」


